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商標について

･ Microsoft、Windows、Windows 
Vista、PowerPoint、Excel、
Windows Media は米国Microsoft 
Corporation の米国及びその他の国に
おける登録商標です。
･ PJLink は社団法人ビジネス機械・情
報システム産業協会の登録商標です。
･ AMXは、AMX Corporation の商標
です。

その他、記載されている各社名及び各
製品名は、各社の商標または登録商標
です。なお、本文中では™、®マーク
は明記していません。

･ 本機を使用したことによって生じ
た損害、逸失利益、および第三者
からのいかなる請求等につきまし
ても、当社は一切その責任を負い
かねます。
･ 本機は、改良のため予告なく変更
することがありますが、ご了承く
ださい。
･ 各国、もしくは各地域により、無
線を規制する法律が異なりますの
で、必ず、お客様のお住まいの地
域向けモデルをご使用ください。
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B はじめに

本書で説明する機能
この説明書では、下記に記載されてい
る機能について説明します。

ネットワーク経由でプレゼンテー
ションを行う（Windows Vista®

ネットワークプロジェクタ）

･ Windows Vista に標準で搭載されて
いるWindows Vista®ネットワーク
プロジェクタ機能を使い、ネット
ワーク経由（無線または有線 *）でプ
レゼンテーションを行うことができ
ます。
＊VPL-DX15 のみ

･ Windows Vista に搭載されている機
能を利用するので、専用のソフト
ウェアをインストールする必要があ
りません。
･ 無線（ワイヤレス）に対応している
ので、無線で接続すると面倒なケー
ブルの引き回しが不要となります。

ネットワーク上にあるコンピュー
ターのファイルを直接投影する
（ネットワークファイルビューアー）

本機は次の 3種類のファイルを閲覧す
ることができる簡易型ファイルビュー
アーを搭載しています。
これらの簡易型ファイルビューアーを
使用し、ネットワーク上にあるコン
ピューターのファイルを閲覧すること
ができます。
－ Microsoft Office ファイル（Power 
Point/ Excel）

－ フォトファイル
－ ビデオファイル
閲覧できるファイルについて、詳しく
は「閲覧できるファイルの種類」（10
ページ）をご覧ください。

プロジェクターからコンピューター
を操作する（リモートデスクトップ）

･ Windows に搭載のリモートデスク
トップ機能に対応しています。
･ プロジェクターにUSBマウス、USB
キーボード（英字配列 101/102）を接
続することで、遠隔地にあるコン
ピューターを直接操作することがで
きます。
（別売のUSBマウスとUSBキーボー
ド（英字配列 101/102）、USBハブが
必要です。）

ネットワーク経由でファイルをスト
リーミング投影する（ビデオスト
リーミング）

･ Windows Media エンコーダを搭載し
たコンピューターからストリーミン
グされる動画をネットワーク経由
（無線または有線 *）で閲覧すること
ができます。
＊VPL-DX15 のみ

ウェブブラウザを利用してプロジェ
クターを監視・操作する

･ コンピューターからウェブブラウザ
を利用し、ネットワーク経由（無線
または有線 *）でプロジェクターの監
視や操作ができます。
＊VPL-DX15 のみ

ネットワーク機能
5本書で説明する機能
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･ プロジェクターのランプの交換時期
やエラー情報などを、あらかじめ設
定したアドレスにメールで通知する
ことができます。

USBメモリー内のファイルを直接投
影する（USBファイルビューアー）

本機は次の 3種類のファイルを閲覧す
ることができる簡易型ファイルビュー
アーを搭載しています。
これらの簡易型ファイルビューアーを
使用し、本機のUSB端子に接続した
USBメモリー内のファイルを、コン
ピューターを使わずに直接閲覧するこ
とができます。
－ Microsoft Office ファイル（Power 
Point/ Excel）

－ フォトファイル
－ ビデオファイル
閲覧できるファイルについて、詳しく
は「閲覧できるファイルの種類」（10
ページ）をご覧ください。

使用上のご注意
･ この取扱説明書は、データプロジェ
クターVPL-MX25 またはVPL-DX15
のネットワーク機能およびUSBファ
イルビューアーの操作について説明
しています。
･ 説明中の画面はVPL-DX15 を使用し
ています。VPL-MX25 では表示され
ない項目があります。
･ それぞれの機能を利用する場合は、
事前に機能ごとの注意事項をご確認
ください。
･ プロジェクターの操作方法について
は、CD-ROMに収録されている「取
扱説明書」をご覧ください。
･ コンピューター（Windows）の設定
や操作方法は、お使いのコンピュー
ターやOS、販売地域によって異なり
ます。詳しくは、お使いのコン
ピューターに付属の取扱説明書やオ
ンラインヘルプ、Microsoft のウェブ
サイトをご覧ください。
･ 詳細情報の表示など、一部の画面切
り替えに時間がかかることがありま
す。
･ 電源投入後、すぐにネットワーク機
能またはUSBファイルビューアーを
使用する場合は、使用できる状態に
なるまでに 1分ほど時間がかかりま
す。

･ プロジェクターと接続するために、
接続するコンピューターは以下のい
ずれかのネットワーク機能を有して
いる必要があります。

USBファイルビューアー機能

ネットワーク機能を使う場合
使用上のご注意
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－ 無線ネットワーク
（IEEE 802.11a/b/g）*
－ 有線ネットワーク（IEEE 802.3 
10Base-T/100Base-TX）

* 一部の国と地域で使用できない無線
ネットワークがあります。

･ 802.1x 認証について、本機では認証
プロトコルとしてEAP（Extensible 
Authentication Protocol）を採用し、
認証方式はPEAP（MS-CHAP v2）
に対応しています。認証サーバー
（RADIUS サーバー）はWindows 
2003 Server にのみ対応しています。

･ Windows Vista®ネットワークプロ
ジェクタ機能を使用するには、接続
するコンピューターにWindows 
Vista®ネットワークプロジェクタ機
能が搭載されている必要があります。
Windows Vista®ネットワークプロ
ジェクタ機能が搭載されている主な
OSには次のものがあります。
－ Windows Vista Home Premium
－ Windows Vista Business
－ Windows Vista Ultimate
･ Windows Vista®ネットワークプロ
ジェクタ機能には次のような制限が
あります。
－ コンピューター上で再生するより
も画面の更新間隔が長いため、動
画ファイルなどの動きのある画像
の再生には適していません。

－ コンピューターの解像度がプロ
ジェクターの解像度を超えると接
続できないため、プロジェクター

の解像度以下に設定してから実行
する必要があります。ただし、
Windows Vista Service Pack 1 以
降は実行時にプロジェクターの解
像度以下に変更することを促すダ
イアログボックスが表示され、ま
た終了時には自動的に元の解像度
に戻るように改良されています。

－ Windows Media Center の映像を
全画面表示で投写することはでき
ません。

－ コンピューターでの表示色が 16
ビットより大きい場合、プロジェ
クターでは自動的に 16 ビットに
変更して投影します。

－ Windows Vista® ネットワークプ
ロジェクタ機能を利用した投影画
像は、壁紙が単色に変更されま
す。

－ Windows Vista ネットワークプロ
ジェクタ機能を使って音声を再生
することはできません。

－ スクリーンセーバー起動時などに
（一時停止表示）が表示される

ことがあります。この場合はスク
リーンセーバーを解除すると、元
の画面に戻ります。
他の操作中でも が表示される
ことがあります。 がどうのよう
なときに表示されるのか、また、
解除するにはどうしらたよいかな
ど、詳しくはお使いのコンピュー
ターの製造元にお問い合わせくだ
さい。

－ ウィルス対策ソフトの設定によっ
て使用できない場合があります。
この場合は、Windows のサービス

Windows Vista®ネットワーク
プロジェクタ機能を使う場合
7使用上のご注意
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を許可する設定に変更することで
使用できることがあります。

－（VPL-DX15 のみ）2台以上のコン
ピューターから無線と有線を使っ
て同時に接続すると、有線接続が
優先されるため、無線で接続した
コンピューターからは IP アドレ
スで指定したネットワークプロ
ジェクタ機能を使用することがで
きません。

･ ネットワークファイルビューアー機
能を使用するには、接続するコン
ピューターがネットワークファイル
共有機能に対応している必要があり
ます。ネットワークファイル共有機
能に対応している主なOSには次のも
のがあります。
－ Windows 2000 Professional
－ Windows XP Home
－ Windows XP Professional
－ Windows Vista Home Premium
－ Windows Vista Business
－ Windows Vista Ultimate
･ Windows ドメインはサポートしてい
ません。
･ フォルダー名（共有名）には必ず
「半角英数字」をご使用ください。そ
れ以外の文字を使用すると、プロ
ジェクター側でフォルダー名（共有
名）を入力することができません。
･ ファイルリストに表示されるファイ
ル名やフォルダー名には制限があり
ます。詳しくは「ファイルリスト表
示におけるファイル名やフォルダー

名の制限」（12 ページ）をご覧くださ
い。
･ 閲覧できるファイルの種類には制限
があります。詳しくは「閲覧できる
ファイルの種類」（10 ページ）をご覧
ください。

･ リモートデスクトップ機能を使用す
るには、接続するコンピューターが
リモートデスクトップ機能に対応し
ている必要があります。リモートデ
スクトップ機能に対応している主な
OSには次のものがあります。
－ Windows XP Professional
－ Windows Vista Business
－ Windows Vista Ultimate
･ リモートデスクトップ機能を使うに
は、USBマウス（別売）、USBキー
ボード（英字配列 101/102、別売）、
USBハブ（別売）が必要です。事前
にご用意ください。
･ USBマウス（別売）やUSBキーボー
ド（英字配列 101/102、別売）を直接
プロジェクターへ接続しないでくだ
さい。必ずUSBハブ（別売）を介し
てプロジェクターに接続してくださ
い。
･ リモートデスクトップ機能には以下
の制限があります。
－ コンピューター上で再生するより
も画面の更新間隔が長いため、動
画ファイルなどの動きのある画像
の再生には適していません。

ネットワークファイルビューアー
機能を使う場合

リモートデスクトップ機能を使う
場合
使用上のご注意
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－ リモートデスクトップ機能を使用
中の投影画像は、壁紙が単色に変
更されます。

－ リモートデスクトップ機能を使っ
て音声を再生することはできませ
ん。

･ ビデオストリーミング機能を使用す
るには接続するコンピューターに
Windows Media エンコーダがインス
トールされ、ストリーミング配信が
可能な環境が必要です。対応してい
るWindows Media エンコーダのバー
ジョンは次のようになります。
－ Windows Media エンコーダ 9シ
リーズ

･ スピーカーを搭載していないプロ
ジェクターからは音声が出力されま
せん。
･ ネットワーク環境によっては再生さ
れる動画の品質が悪かったり、再生
できなかったりする場合があります。
･ 再生される動画の品質はコンピュー
ターの性能にも依存します。
･ 再生される動画の最大解像度は 720
× 576 ピクセルです。これよりも大
きい場合は表示されません。

･ ウェブブラウザを利用したプロジェ
クターの監視・操作機能を使用する
には、接続するコンピューターに次

のようなインターネットブラウザが
搭載されている必要があります。
－ Internet Explorer 5.0 以上
･ 表示可能言語は、英語と日本語のみ
です。

･ ファイルリストに表示されるファイ
ル名やフォルダー名には制限があり
ます。詳しくは「ファイルリスト表
示におけるファイル名やフォルダー
名の制限」（12 ページ）をご覧くださ
い。
･ 閲覧できるファイルの種類には制限
があります。詳しくは「閲覧できる
ファイルの種類」（10 ページ）をご覧
ください。
･ データの損失を防ぐため、データは
頻繁にバックアップを取るようにし
てください。万一、データが損失し
た場合、当社は一切その責任を負い
かねます。
･ USBメモリーによっては、USBメモ
リーを接続してからファイルリスト
が表示されまで時間がかかることが
あります。
･ USBハブを介してプロジェクターに
接続したUSBメモリーは表示できま
せん。
･ USBケーブルを使って、本機のUSB
端子とコンピューターを接続するこ
とはできません。

USBメモリーについて
･ 本機では 16GBまでのUSBメモリー
で動作を確認しています。ただし、す

ビデオストリーミング機能を使う
場合

ウェブブラウザを利用したプロ
ジェクターの監視・操作機能を使
う場合

USBファイルビューアー機能を
使う場合
9使用上のご注意
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べてのUSBメモリーでの動作を保障
するものではありません。
･ USBメモリーにアクセス中はUSBメ
モリーを抜かないでください。また、
USBメモリー内のファイルを開いて
いる場合は、ENTER キーを押して
ファイルを閉じてからUSBメモリー
を抜いてください。

閲覧できるファイル
の種類
ネットワークファイルビューアーおよ
びUSBファイルビューアーで閲覧でき
るファイルは以下のようになります。
･ Microsoft Office 97 ／ 2000 ／ XP／
2003 の以下のアプリケーションで作
成されたファイル
－ PowerPoint（拡張子 .ppt）
－ Excel（拡張子 .xls）
･ フォトファイル
－ JPEG ファイル（拡張子 .jpg/
.jpeg）

･ ビデオファイル
－ WMVファイル（拡張子 .wmv）*

*Video フォーマットがWMV、Audio
フォーマットがWMAの場合のみ。

･ 本機に搭載されているファイルビュー
アーは簡易型であり、上記のファイル
を完全に再生できるものではありませ
ん。
･ PowerPoint、Excel ファイルで使用で
きる言語は次のようになります。
－ 1バイト文字で作成される言語（英
語、フランス語など）
ただし、言語によっては正しく表示
されない文字があります。

－ 日本語
･ PowerPoint、Excel ファイルで使用で
きるフォントについては「使用できる
フォントについて」（11 ページ）をご覧
ください。
･ ファイルによっては、ファイルの内容
が表示されるまで時間がかかることが
あります。
･ PowerPoint、Excel ファイルで、ペー

ご注意
閲覧できるファイルの種類
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ジ送りに時間がかかることがあります。
･ PowerPoint、Excel ファイルに表示さ
れる一部の図形や効果は正しく表示さ
れない場合があります。
･ 1600 × 1200 ピクセルより大きい静止画
ファイルは表示されません。
･ 720 × 576 ピクセルより大きい動画ファ
イルは表示されません。
･ ビットレートが高いビデオファイルで
は正しく再生されない場合があります。
･ 本機でおすすめするビデオファイルに
は次のようなものがあります。
－ 画面サイズ *：720 × 576（または
720 × 480）ピクセル

－ ビデオビットレート：800 kbps
（CBR）

－ フレームレート：15 fps
－ オーディオビットレート：64 kbps
（CBR）

－ サンプリングレート：44.1 kHz（ス
テレオ）

*上記以外の画サイズにする場合は、ピ
クセル数を16の倍数にしてください。 
例）320 × 240 ピクセル、 640 × 480
ピクセル、 640 × 360 ピクセル

使用できるフォント
について
ネットワークファイルビューアーおよ
びUSBファイルビューアーで使用でき
るフォントは以下のとおりです。これ
以外のフォントが使用されている場合、
以下のフォントのいずれかに変換され
て表示されます。この場合、一部の文
字で正しく表示されない場合がありま
す。
欧文フォント：
－ Arial
－ Courier
－ Tahoma
－ Times
－ Symbol
日本語フォント：
－ MSゴシック／MS P ゴシック
11使用できるフォントについて
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ファイルリスト表示
におけるファイル名
やフォルダー名の制
限
本機のファイルビューアーで閲覧でき
るファイル名やフォルダー名には、以
下のような制限があります。
･ 表示可能言語：
－ 1バイト文字で作成される言語
（英語、フランス語など）
ただし、言語によっては正しく表
示されない文字があります

－ 日本語
･ 最大文字数：半角 255 文字
ファイルリスト表示におけるファイル名やフォルダー名の制限



準
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B 準備する

ネットワーク機能を
利用するために
ネットワーク機能を使うためには、プ
ロジェクターとコンピューターを 1対
1 で接続するか、LAN経由で接続する
必要があります。
接続のしかたは全部で 4通り（VPL-
MX25：3、4のみ／VPL-DX15：1
～4）あります。使用するネットワー
ク環境に合わせて接続してください。

ネットワーク機能を利用するための注意
事項がありますので、事前に「使用上の
ご注意」－「ネットワーク機能を使う場
合」（6ページ）をご覧ください。

･ 接続するとき、IP アドレスなどネット
ワーク環境の設定が必要となる場合が
あります。この場合は、ネットワーク
管理者にご相談ください。
･ ネットワーク環境が変わった場合は再
度設定し直してください。

次の 4通りの接続方法から、使用する
環境にあわせて接続方法を選択してく
ださい。

ワイヤード（有線）接続（VPL-
DX15のみ）

1 プロジェクターとコンピューターを
1対1で接続する
接続にはクロスタイプのイーサネッ
トケーブルをご使用ください。

◆詳しい接続のしかたは、「ワイヤード（有
線）で接続する」（16 ページ）をご覧くだ
さい。

はじめに

ご注意

ネットワーク接続の種類

プロジェクター

コンピューター
13ネットワーク機能を利用するために
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2 プロジェクターとコンピューターを
LAN経由で接続する

◆詳しい接続のしかたは、「ワイヤード（有
線）で接続する」（16 ページ）をご覧くだ
さい。

ワイヤレス（無線）接続

3 プロジェクターとコンピューターを
1対1で接続する（アドホック／
ピアツーピア）

◆詳しい接続のしかたは、「かんたん設定を
使って１対１で接続する（アドホック接
続）」（18 ページ）をご覧ください。

プロジェクター

LAN

コンピューター

コンピューター

アクセス
ポイント

プロジェクター

コンピューター
ネットワーク機能を利用するために
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4 プロジェクターとコンピューターを
LAN経由で接続する（インフラス
トラクチャー）

◆詳しい接続のしかたは、「かんたん設定を
使って LAN 経由で接続する（インフラス
トラクチャー接続）」（20 ページ）をご覧
ください。

お使いのネットワーク環境によって、セ
キュリティの設定（データの暗号化、認
証）が必要となる場合があります。設定
する前に、ネットワーク管理者にご相談
することをおすすめします。

かんたん設定は、面倒な接続手順を
ウィザード形式の質問に答える形で 1
つ 1 つ進めることができます。
ウィザードでは、一般的に接続が成功
しやすい順に接続を試みるので、より
簡単に接続することができます。

次のような場合かんたん設定では設定で
きませんので、メニューから設定してく
ださい。
<例 >
－ ワイヤレス LANの 802.1x 認証を
設定するとき

－ 1対 1でワイヤレス接続するとき
にデータの暗号化を行いたいとき

－ プロジェクタ名やパスワードなど
の共通設定項目を変更するとき

－ ネットワーク設定を初期化すると
き

ご注意

コンピューター

コンピューター

LAN

アクセス
ポイント

プロジェクター

かんたん設定について

ご注意
15ネットワーク機能を利用するために
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ワイヤード（有線）で
接続する
（VPL-DX15のみ）
ワイヤード ( 有線 ) で接続する場合は、
プロジェクターとコンピューターを 1
対 1で接続する場合と、LAN経由で接
続する場合があります。

1 プロジェクターの （ネットワー
ク／RJ45）端子と、コンピュー
ターまたは LANのネットワーク
端子をイーサネットケーブルで接
続する。

プロジェクターとコンピューターを 1
対 1 で接続する場合は、プロジェク
ターとコンピューターそれぞれにプラ
イベートな IP アドレス（192.168.0.1
など）を設定する必要があります。

接続した LANの DHCPが利用できる
状態に設定されていれば、ケーブルを
接続するとDHCPより自動的に IPア
ドレスを取得します。

2 リモートコマンダーの
NETWORKキーを押す。
次のような画面が表示されます。

「ネットワークアドレス」に取得した
IP アドレスが表示されれば接続は完了
です。ご注意

プロジェクター

コンピューター

イーサネットケーブル
（クロスタイプ）（別売）

（ネットワーク
／RJ45）端子
へ

ネットワーク
端子へ

1対 1で接続する場合

プロジェクター

ハブまたは
ルーターなどLAN

イーサネットケーブル
（ストレートタイプ）
（別売）

（ネットワーク
／RJ45）端子
へ

LAN経由で接続する場合

SonyProj99808B8
192.168.0.1

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択： 決定：

プロジェクタを検索　または
「ネットワークアドレス」、「プロジェクタのパスワード」を
入力してください。

Windows Vista®の「ネットワークプロジェクタへの接続」で

切り換え
詳細情報無線ネットワーク名(SSID):

プロジェクタ名:
ネットワークアドレス:
プロジェクタのパスワード:
ワイヤード（有線）で接続する
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自動的に IPアドレスを取得できな
かった場合

次のような画面が表示されます。この
場合は、かんたん設定ウィザードを
使って設定することをおすすめします。

「自動的に IP アドレスが取得できな
かった場合」で表示された画面から操
作を始めます。

IP アドレス、サブネットマスク、デフォ
ルトゲートウェイの入力が必要になりま
す。事前にネットワーク管理者にご確認
ください。

1 v/Vキーを使って「かんたん設
定」を選択し、ENTERキーを押
す。
「かんたん設定を開始します。」とい
うメッセージの画面が表示されま
す。

2 Bキーを押す。
次のような画面が表示されます。

3 v/Vキーで「IPアドレス」を選択
し、ENTERキーを押す。
ソフトウェアキーボード画面が表示
されます。

4 表示されたソフトウェアキーボー
ドを使って「IPアドレス」を入
力する。同様に「サブネットマス
ク」、「デフォルトゲートウェイ」
を入力する。
◆ソフトウェアキーボードの使いかたは
「ソフトウェアキーボードを使う」（27
ページ）をご覧ください。
設定が終了すると次の画面が表示さ
れます。

5 ENTERキーを押し、かんたん設
定画面を閉じる。
「ネットワークアドレス」に設定し
た IP アドレスが表示されます。

かんたん設定で接続する

はじめに

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択：

プロジェクターがネットワークに接続されていません。

かんたん設定　もしくは　メニューからネットワークの
設定を行ってください。

決定：

切り換え
詳細情報

かんたん設定

かんたん設定

IPアドレスを自動取得できませんでした。

 手動で入力してください。

サブネットマスク
IPアドレス

デフォルトゲートウェイ

前へ：

     .     .     .

     .     .     .

     .     .     .

終了：選択： 決定：

かんたん設定

設定が終了しました。

閉じる

前へ： 終了：決定：
17ワイヤード（有線）で接続する
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･ 入力した IP アドレスが間違っていた場
合、ネットワークアドレス（IP アドレ
ス）が表示されていても接続されてい
ません。
･ 間違った IP アドレスを設定してしまっ
た場合、かんたん設定では修正できま
せん。その場合は、「ネットワーク設定
を初期化する」（25 ページ）で初期化し
たあと「かんたん設定で接続する」（17
ページ）で設定するか、「メニューから
ネットワークの設定をする」（22 ペー
ジ）でメニューから設定してください。

ワイヤレス（無線）で
接続する
コンピューターの準備
お使いになるコンピューターがワイヤ
レス接続できるように準備してくださ
い。詳しくは、お使いのコンピュー
ターに付属の取扱説明書やオンライン
ヘルプ、Microsoft のウェブサイトをご
覧ください。

ワイヤード（有線）接続のための接続
コードがつながっていると、ワイヤレス
（無線）でのかんたん設定ができません。
この場合は、接続コードを抜くか、「メ
ニューからネットワークの設定をする」
（22 ページ）をご覧になり、メニューか
ら設定してください。

かんたん設定を使って１対１で接続する
場合、データの暗号化を設定することが
できません。暗号化の設定を行いたいと
きは「メニューからネットワークの設定
をする」（22 ページ）をご覧ください。

1 リモートコマンダーの
NETWORKキーを押す。
次のような画面が表示されます。

ご注意

SonyProj99808B8
192.168.0.1

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択： 決定：

プロジェクタを検索　または
「ネットワークアドレス」、「プロジェクタのパスワード」を
入力してください。

Windows Vista®の「ネットワークプロジェクタへの接続」で

切り換え
詳細情報無線ネットワーク名(SSID):

プロジェクタ名:
ネットワークアドレス:
プロジェクタのパスワード:

ご注意

かんたん設定を使って１対１で接
続する（アドホック接続）

ご注意
ワイヤレス（無線）で接続する
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2 v/Vキーを使って「かんたん設
定」を選択し、ENTERキーを押
す。
「かんたん設定を開始します。」とい
うメッセージの画面が表示されま
す。

3 Bキーを押す。
次のような画面が表示されます。

4 v/Vキーで「アドホック」を選択
し、Bキーを押す。

5 ENTERキーを押してかんたん設
定画面を閉じる。

「無線ネットワーク名（SSID）」と
「プロジェクタ名」が表示されます。

◆「無線ネットワーク名（SSID）」、「プ
ロジェクタ名」、「プロジェクタのパス
ワード」はメニューから変更すること
ができます。「メニューからネットワー
クの設定をする」（22 ページ）をご覧
ください。

6 接続するコンピューターを設定す
る。
コンピューターの「ワイヤレスネッ
トワーク接続」画面を開き、表示さ
れているネットワーク名の中から、
手順 5の画面に表示されている「無
線ネットワーク名（SSID）」と同じ
名前のネットワークを選択します。

プロジェクターとコンピューターの
接続が開始され、「ネットワークア
ドレス」に IP アドレスが表示され
ます。

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択：

プロジェクターがネットワークに接続されていません。

かんたん設定　もしくは　メニューからネットワークの
設定を行ってください。

決定：

切り換え
詳細情報

かんたん設定

かんたん設定

無線ネットワークを使用します。

アドホック
インフラストラクチャー

前へ： 次へ：

接続方法を選んでください。

選択： 終了：

802.11b/g
SonyProj2EA509

かんたん設定

閉じる

前へ：

無線帯域:
無線ネットワーク名(SSID):

設定が終了しました。

終了：決定：

SonyProj2EA509
SonyProj99808B8

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択： 決定：

無線ネットワーク名(SSID):
プロジェクタ名:
ネットワークアドレス:
プロジェクタのパスワード:

プロジェクタを検索　または
「ネットワークアドレス」、「プロジェクタのパスワード」を
入力してください。

Windows Vista®の「ネットワークプロジェクタへの接続」で

切り換え
詳細情報

SonyProj2EA509
SonyProj99808B8
169.254.163.130

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択： 決定：

プロジェクタを検索　または
「ネットワークアドレス」、「プロジェクタのパスワード」を
入力してください。

Windows Vista®の「ネットワークプロジェクタへの接続」で

切り換え
詳細情報無線ネットワーク名(SSID):

プロジェクタ名:
ネットワークアドレス:
プロジェクタのパスワード:
19ワイヤレス（無線）で接続する
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IP アドレスが取得されるまで 1 分程
度時間がかかる場合があります。

お使いの無線 LAN 環境に応じて SSID や
セキュリティーキーなどの入力が必要に
なります。ネットワーク管理者にご確認
ください。

かんたん設定では 802.1x 認証などの一部
のセキュリティシステムを設定できませ
ん。この場合はメニューから行ってくだ
さい。

1 リモートコマンダーの
NETWORKキーを押す。
次のような画面が表示されます。

2 v/Vキーを使って「かんたん設
定」を選択し、ENTERキーを押
す。
「かんたん設定を開始します。」とい
うメッセージの画面が表示されま
す。

3 Bキーを押す。
次のような画面が表示されます。

4 v/Vキーで「インフラストラク
チャー」を選択し、Bキーを押
す。
アクセスポイント選択画面が表示さ
れます。

アクセスポイントの検索には時間がか
かる場合があります。

5 v/Vキーで使用するアクセスポイ
ントを選択し、Bキーを押す。
アクセスポイントがセキュリティで
保護されていると、セキュリティ
キーの入力画面が表示されます。

ご注意

かんたん設定を使って LAN経由
で接続する（インフラストラク
チャー接続）

はじめに

ご注意

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択：

プロジェクターがネットワークに接続されていません。

かんたん設定　もしくは　メニューからネットワークの
設定を行ってください。

決定：

切り換え
詳細情報

かんたん設定

ご注意

かんたん設定

無線ネットワークを使用します。

アドホック
インフラストラクチャー

前へ： 次へ：

接続方法を選んでください。

選択： 終了：

SSID 02

SSID 01

SSID 03

かんたん設定

選択：

接続するアクセスポイントを選択してください。

前へ： 次へ： 終了：
ワイヤレス（無線）で接続する
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セキュリティで保護されていない場
合は手順 8へ進んでください。

6 ENTERキーを押す。
ソフトウェアキーボード画面が表示
されます。

7 表示されたソフトウェアキーボー
ドを使ってセキュリティキーを入
力する。
キーの欄には「＊＊＊＊＊」が表示
されます。

◆ソフトウェアキーボードの使いかたは
「ソフトウェアキーボードを使う」（27
ページ）をご覧ください。

8 セキュリティキーの入力が終わっ
たら ENTERキーを押す。
接続が開始され、完了すると「設定
が終了しました。」というメッセー
ジが表示されます。

9 ENTERキーを押してかんたん設
定画面を閉じる。

かんたん設定画面が終了し、設定さ
れた IP アドレスなどが表示されま
す。

インフラストラクチャーの接続はこ
れで完了です。

･ IP アドレスを自動的に取得できな
かった場合、IP アドレスの入力を
求められることがあります。画面の
指示に従って入力してください。
･ 入力した IP アドレスが間違ってい
た場合、ネットワークアドレス（IP
アドレス）が表示されていても接続
されていません。

･ 間違った IP アドレスを設定してし
まった場合、かんたん設定では修正
できません。その場合は、「ネット
ワーク設定を初期化する」（25 ペー
ジ）で初期化したあと「かんたん設
定で接続する」（17 ページ）で設定
するか、「メニューからネットワー

かんたん設定

データの暗号化：　　する(WEP)

前へ：

このネットワークはセキュリティーで保護されています。
セキュリティーキーを入力してください。

キー

終了：決定：

802.11b/g
SSID 01

かんたん設定

閉じる

前へ：

無線帯域:
無線ネットワーク名(SSID):

設定が終了しました。

終了：決定：

ご注意

SonyProjector
SonyProjector
192.168.0.1

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択： 決定：

プロジェクタを検索　または
「ネットワークアドレス」、「プロジェクタのパスワード」を
入力してください。

Windows Vista®の「ネットワークプロジェクタへの接続」で

切り換え
詳細情報無線ネットワーク名(SSID):

プロジェクタ名:
ネットワークアドレス:
プロジェクタのパスワード:

SonyProj2EA509
SonyProj99808B8
169.254.163.130

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択： 決定：

プロジェクタを検索　または
「ネットワークアドレス」、「プロジェクタのパスワード」を
入力してください。

Windows Vista®の「ネットワークプロジェクタへの接続」で

切り換え
詳細情報無線ネットワーク名(SSID):

プロジェクタ名:
ネットワークアドレス:
プロジェクタのパスワード:

間違ったネットワークアドレス
21ワイヤレス（無線）で接続する
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クの設定をする」（22 ページ）でメ
ニューから設定してください。 メニューからネット

ワークの設定をする

次のような場合かんたん設定では設定で
きませんので、メニューから設定してく
ださい。
<例 >
－ ワイヤレスLANの 802.1x 認証を
設定するとき

－ 1対 1でワイヤレス接続するとき
にデータの暗号化を行いたいとき

－ プロジェクタ名やパスワードなど
の共通設定項目を変更するとき

－ ネットワーク設定を初期化すると
き

メニューから設定する場合は、IP アドレ
スやセキュリティーキーなどの入力が必
要となります。設定項目を確認の上、あ
らかじめネットワーク管理者にご確認く
ださい。

1 リモートコマンダーのMENU
キーを押し、メニュー画面を表示
させる。

2 v/V/b/Bキーでネットワーク設
定メニューの「ネットワーク設定
へ」項目を選択し、ENTERキー
を押す。
ネットワーク設定画面が表示されま
す。

はじめに

有線ネットワーク設定（VPL-
DX15のみ）
メニューからネットワークの設定をする
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3 v/Vキーで「有線ネットワーク」
を選択し、ENTERキーを押す。
設定画面が表示されます。

4 v/V/b/BキーとENTERキーで必
要な項目を入力する。
数値などの入力のときはソフトウェ
アキーボードが表示されます。

◆ソフトウェアキーボードの使いかたは
「ソフトウェアキーボードを使う」（27
ページ）をご覧ください。

5 すべての設定が終わったら「確
定」を選択し、ENTERキーを押
す。
ネットワーク設定画面に戻り、設定
した内容が表示されます。

6 MENUキーを押して設定を終了
する。

1 リモートコマンダーのMENU
キーを押し、メニュー画面を表示
させる。

2 v/V/b/Bキーでネットワーク設
定メニューの「ネットワーク設定
へ」項目を選択し、ENTERキー
を押す。
ネットワーク設定画面が表示されま
す。

3 v/Vキーで「無線ネットワーク」
を選択し、ENTERキーを押す。
設定画面が表示されます。

4 v/V/b/BキーとENTERキーで必
要な項目を入力する。
数値などの入力のときはソフトウェ
アキーボードが表示されます。

終了：選択： 決定：

ネットワーク設定

IPアドレスの取得方法
IPアドレス
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ
DNSサーバー(プライマリ)
DNSサーバー(セカンダリ)

     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .

共通設定
無線ネットワーク
有線ネットワーク DHCPを利用

終了：選択： 決定：

中止
確定

IPアドレス
IPアドレスの取得方法

サブネットマスク
     .     .     .

DHCPを利用

     .     .     .

デフォルトゲートウェイ      .     .     .

有線ネットワーク設定

DNSサーバー(プライマリ)      .     .     .

DNSサーバー(セカンダリ)      .     .     .

無線ネットワーク設定

終了：選択： 決定：

ネットワーク設定

IPアドレスの取得方法
IPアドレス
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ
DNSサーバー(プライマリ)
DNSサーバー(セカンダリ)

     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .

共通設定
無線ネットワーク
有線ネットワーク DHCPを利用

終了：選択： 決定：

中止
確定

無線設定
無線ネットワークの使用

802.1x 認証

使用する

IPアドレスの取得方法 DHCPを利用

無線ネットワーク設定

IPアドレス      .     .     .

サブネットマスク      .     .     .

デフォルトゲートウェイ      .     .     .

DNSサーバー(プライマリ)      .     .     .

DNSサーバー(セカンダリ)      .     .     .
23メニューからネットワークの設定をする
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◆ソフトウェアキーボードの使いかたは
「ソフトウェアキーボードを使う」（27
ページ）をご覧ください。

無線設定：
選択すると次のような画面が表示さ
れます。

802.1x 認証：
「802.1x 認証」は次のように設定さ
れているときのみ選択することがで
きます。
･「接続方法」が「インフラストラク
チャー」に設定され、さらに「デー
タの暗号化」が「する（WEP）」に
設定されているとき
･「ネットワーク認証」が「WPA」か
「WPA2」に設定されているとき
上記の設定をしたあとに「802.1x 認
証」を選択すると、次のような画面
が表示されます。

5 すべての設定が終わったら「確
定」を選択し、ENTERキーを押
す。
ネットワーク設定画面に戻り、設定
した内容が表示されます。

6 MENUキーを押して設定を終了
する。

入力した IP アドレスが間違っていた
場合、ネットワークアドレス（IP ア
ドレス）が表示されていても接続され
ていません。

Windows Vista®ネットワークプロ
ジェクタ機能で使用するプロジェクタ
名と、パスワードのあり／なしを設定
することができます。

1 リモートコマンダーのMENU
キーを押し、メニュー画面を表示
させる。

2 v/V/b/Bキーでネットワーク設
定メニューの「ネットワーク設定
へ」項目を選択し、ENTERキー
を押す。

終了：選択： 決定：

閉じる
無線帯域
接続方法

無線ネットワーク名(SSID)

802.11b/g

SonyProj

ネットワーク認証

無線ネットワーク設定 - 無線設定

データの暗号化
キー

終了：選択： 決定：

閉じる
EAPの種類
802.1x 認証

ユーザー名
パスワード

無線ネットワーク設定 - 802.1x 認証

ご注意

共通項目の設定

SonyProj2EA509
SonyProj99808B8
169.254.163.130

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択： 決定：

プロジェクタを検索　または
「ネットワークアドレス」、「プロジェクタのパスワード」を
入力してください。

Windows Vista®の「ネットワークプロジェクタへの接続」で

切り換え
詳細情報無線ネットワーク名(SSID):

プロジェクタ名:
ネットワークアドレス:
プロジェクタのパスワード:

間違ったネットワークアドレス
メニューからネットワークの設定をする
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ネットワーク設定画面が表示されま
す。

3 v/Vキーで「共通設定」を選択
し、ENTERキーを押す。
共通設定画面が表示されます。

4 v/V/b/BキーとENTERキーで必
要な項目を入力する。
文字や数値などの入力のときはソフ
トウェアキーボードが表示されま
す。

◆ソフトウェアキーボードの使いかたは
「ソフトウェアキーボードを使う」（27
ページ）をご覧ください。

5 すべての設定が終わったら「閉じ
る」を選択し、ENTERキーを押
す。
ネットワーク設定画面に戻り、設定
した内容が表示されます。

6 MENUキーを押して設定を終了
する。

ネットワーク設定を
初期化する
すべての設定項目を工場出荷時の状態
に戻すことができます。

1 リモートコマンダーのMENU
キーを押し、メニュー画面を表示
させる。

2 v/V/b/Bキーでネットワーク設
定メニューの「ネットワーク設定
へ」項目を選択し、ENTERキー
を押す。
ネットワーク設定画面が表示されま
す。

3 v/Vキーで「共通設定」を選択
し、ENTERキーを押す。
共通設定画面が表示されます。

終了：選択： 決定：

ネットワーク設定

IPアドレスの取得方法
IPアドレス
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ
DNSサーバー(プライマリ)
DNSサーバー(セカンダリ)

     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .

共通設定
無線ネットワーク
有線ネットワーク DHCPを利用

終了：選択： 決定：

閉じる
プロジェクタのパスワード
プロジェクタ名

ネットワーク設定の初期化
なし
SonyProj9980B8

共通設定

終了：選択： 決定：

ネットワーク設定

IPアドレスの取得方法
IPアドレス
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ
DNSサーバー(プライマリ)
DNSサーバー(セカンダリ)

     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .
     .     .     .

共通設定
無線ネットワーク
有線ネットワーク DHCPを利用

終了：選択： 決定：

閉じる
プロジェクタのパスワード
プロジェクタ名

ネットワーク設定の初期化
なし
SonyProj9980B8

共通設定
25ネットワーク設定を初期化する
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4 v/Vキーで「ネットワーク設定の
初期化」を選択し、ENTERキー
を押す。
ネットワーク設定の初期化画面が表
示されます。

5 初期化する場合は b/Bキーで
「OK」を選択し、ENTERキーを
押す。
確認の画面が表示されます。

6 ENTERキーを押す。
ネットワーク設定のすべてが初期化
され、共通設定画面に戻ります。

7「閉じる」を選択し、ENTERキー
を押す。
ネットワーク設定画面に戻ります。

8 MENUキーを押して設定を終了
する。

USBファイルビュー
アー機能を利用する
ために
USBファイルビューアー機能を利用す
るために、次のような準備をしてくだ
さい。

USB ファイルビューアー機能を利用する
ための注意事項がありますので、事前に
「使用上のご注意」―「USB ファイル
ビューアー機能を使う場合」（9ページ）
をご覧ください。

プロジェクターの （USB）端子に
USBメモリー（別売）を接続します。

ネットワーク設定の初期化

初期化してもよろしいですか？

OK キャンセル

ネットワーク設定の初期化

初期化しました。

OK

はじめに

USBメモリーを接続する

プロジェクター

USBメモリー
（別売）
USBファイルビューアー機能を利用するために
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ソフトウェアキー
ボードを使う
接続の設定や、各種操作の場面でソフ
トウェアキーボード画面から数値や文
字を入力する場合があります。
v/V/b/BキーとENTERキーで入力し
てください。

入力が終わったら

「OK」を選択してENTERキーを押す
と、ソフトウェアキーボードが表示さ
れる前の操作画面に戻ります。

入力を途中でやめる場合は

「キャンセル」を選択して ENTERキー
を押すと、ソフトウェアキーボードが
表示される前の操作画面に戻ります。

OK

ABCDM

選択： 決定：

ユーザー名

削除
スペース

全クリア キャンセル
27ソフトウェアキーボードを使う
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B ネットワーク機能を利用する

ネットワーク経由で
プレゼンテーション
を行う（Windows 
Vista®ネットワー
クプロジェクタ）

･ プロジェクターとコンピューターを
ネットワークで接続してください。
詳しくは、「ネットワーク機能を利用
するために」（13 ページ）をご覧くだ
さい。
･ Windows Vista®ネットワークプロ
ジェクタ機能を利用するための注意
事項がありますので、事前に「使用
上のご注意」―「Windows Vista®
ネットワークプロジェクタ機能を使
う場合」（7ページ）をご覧ください。

1 リモートコマンダーの
NETWORKキーを押す。
入力がネットワークに設定されま
す。
操作画面の左上にWindows Vista®
ネットワークプロジェクタが表示さ
れていることを確認してください。

画面の左上に「Windows Vista®

ネットワークプロジェクタ」が表示
されていない場合は
v/Vキーで「切り換え」を選択し、
ENTERキーを押します。切り換え
画面が表示されますので、v/V
キーで「ネットワークプロジェク
タ」を選択し、ENTERキーを押し
てください。

1 コンピューターの「スタート」を
クリックし、「すべてのプログラ
ム」－ 「 アクセサリ 」－「ネッ
トワークプロジェクタへの接続」
をクリックする。
ネットワークプロジェクタへの接続
画面が表示されます。

2 画面の指示に従い、プロジェク
ターを検索して接続する。
使用可能なプロジェクターの一覧が
表示されます。「プロジェクター側

はじめに

プロジェクター側の設定

コンピューター側の設定

SonyProj2EA509
SonyProj99808B8
169.254.163.130

Windows Vista®  ネットワークプロジェクタ 

選択： 決定：

切り換え
詳細情報

プロジェクタを検索　または
「ネットワークアドレス」、「プロジェクタのパスワード」を
入力してください。

Windows Vista®の「ネットワークプロジェクタへの接続」で

無線ネットワーク名(SSID):
プロジェクタ名:
ネットワークアドレス:
プロジェクタのパスワード:

Windows Vista®ネットワー
クプロジェクタ表示

選択： 決定：

切り換え

閉じる
ネットワークファイルビューアー
ネットワークプロジェクタ 

ビデオストリーミング
ネットワーク経由でプレゼンテーションを行う
（Windows Vista®ネットワークプロジェクタ）
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の設定」の手順 1の画面に表示され
ている「プロジェクタ名」のプロ
ジェクターを選択してください。
使用可能なプロジェクターが検索で
きなかった場合は、プロジェクター
のネットワークアドレス（IP アド
レス）を入力してください。

3 プロジェクター側で「プロジェク
タのパスワード」を「あり」に設
定している場合は、パスワードを
入力する。
パスワードは「プロジェクター側の
設定」の手順 1の画面に表示されて
いる「プロジェクタのパスワード」
を入力してください。

4「接続」を選んでクリックする。
プロジェクターからコンピューター
の画面と同じものが投影されます。

接続を終了する

コンピューター画面上のネットワーク
プロジェクタのダイアログボックスで
「切断」を選ぶか、リモートコマンダー
の ENTERキーを押してください。

◆コンピューター側の設定について、詳し
くは ヘルプやMicrosoft のウェブサイト
をご覧ください。

ネットワーク上にあ
るコンピューターの
ファイルを直接投影
する（ネットワーク
ファイルビューアー）

･ プロジェクターとコンピューターを
ネットワークで接続してください。
詳しくは、「ネットワーク機能を利用
するために」（13 ページ）をご覧くだ
さい。
･ ネットワークファイルビューアー機
能を利用するための注意事項があり
ますので、事前に「使用上のご注意」
―「ネットワークファイルビュー
アー機能を使う場合」（8ページ）を
ご覧ください。

プロジェクター側からアクセスする
フォルダーに対して、あらかじめ共有
の設定を行ってください。
コンピューター側で、エクスプロー
ラーを起動し、フォルダのプロパティ
で共有の設定を行うことができます。

･ フォルダー名（共有名）には必ず「半
角英数字」をご使用ください。それ以
外の文字を使用すると、プロジェク
ター側でフォルダー名（共有名）を入
力することができません。
･ ネットワークファイルビューアーでア

はじめに

コンピューター側の設定

ご注意
29ネットワーク上にあるコンピューターのファイルを直接投影する（ネットワークファイル

ビューアー）



30
クセス中のフォルダーは削除したり移
動したりしないでください。

◆コンピューター側の設定について、詳し
くは ヘルプやMicrosoft のウェブサイト
をご覧ください。

1 リモートコマンダーの
NETWORKキーを押す。
入力がネットワークに設定されま
す。

2 リモートコマンダーのv/Vキーで
「切り換え」を選択し、ENTER
キーを押す。
切り換え画面が表示されます。

すでに「ネットワークファイルビュー
アー」が選択されている場合は、切り
換え画面に「ネットワークファイル
ビューアー」は表示されません。この
場合は、手順 4へ進んでください。

3 v/Vキーで「ネットワークファイ
ルビューアー」を選択し、
ENTERキーを押す。
ネットワークファイルビューアー画
面が表示されます。

4 アクセスする「フォルダ」名とコ
ンピューターの「ユーザー名」、
「パスワード」を入力する。
入力する項目を選んで ENTER
キーを押すと、ソフトウェアキー
ボードが表示されます。
フォルダ名は「￥￥コンピューター
名￥共有名」を入力してください。
コンピューター名：コンピューター
の「システムのプロパティ」の「コ
ンピュータ名」タブで確認してくだ
さい。
共有名：フォルダーのプロパティの
「共有」タブで確認してください。

◆ソフトウェアキーボードの使いかたは
「ソフトウェアキーボードを使う」（27
ページ）をご覧ください。

5「接続」を選択し、ENTERキーを
押す。
フォルダーの内容が表示されます。

プロジェクター側の設定

ご注意

選択： 決定：

切り換え

閉じる
ネットワークファイルビューアー
リモートデスクトップ

ビデオストリーミング

選択： 決定：

詳細設定

接続

切り換え

ユーザー名
フォルダ　　　　¥¥

パスワード

ネットワークファイルビューアー

ネットワークファイルビューアー表示
ネットワーク上にあるコンピューターのファイルを直接投影する（ネットワークファイル
ビューアー）
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6 v/Vキーで再生したいファイルを
選択し、ENTERキーを押して決
定する。
選択したファイルに対応したビュー
アーが起動し、ファイルの内容がプ
ロジェクターの投影画面に表示され
ます。

7 起動したビューアーに合わせて操
作する。
◆「ファイルビューアーの使いかた」（44
ページ）をご覧ください。

ビューアーを終了する

リモートコマンダーの ENTERキーを
押してください。

プロジェクターから
コンピューターを操
作する（リモートデス
クトップ）

･ プロジェクターとコンピューターを
ネットワークで接続してください。
詳しくは、「ネットワーク機能を利用
するために」（13 ページ）をご覧くだ
さい。
･ リモートデスクトップ機能を使うに
は、USBマウス（別売）、USBキー
ボード（英字配列 101/102、別売）、
USBハブ（別売）が必要です。事前
にご用意ください。
･ リモートデスクトップ機能を利用す
るための注意事項がありますので、
事前に「使用上のご注意」―「リ
モートデスクトップ機能を使う場合」
（8ページ）をご覧ください。

プロジェクターの操作を始める前に、
接続するコンピューターのリモートア
クセス設定を変更する必要があります。
「スタート」メニューから、「コント
ロールパネル」－「システム」－「シ
ステムのプロパティ」－「リモート」
タブを選択し、リモートデスクトップ
の設定を行ってください。

◆コンピューター側の設定について、詳し
くは ヘルプやMicrosoft のウェブサイト
をご覧ください。

名前 更新日 サイズ

ネットワークファイルビューアー

選択： 決定：

名前　昇順
並び順
上へ

切断

ファイル名
フォルダ名

ファイル名
2009/02/10
xxx

xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx

100KB
xxx

/

はじめに

コンピューター側の設定
31プロジェクターからコンピューターを操作する（リモートデスクトップ）
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1 リモートコマンダーの
NETWORKキーを押す。
入力がネットワークに設定されま
す。

2 v/Vキーで「切り換え」を選択
し、ENTERキーを押す。
切り換え画面が表示されます。

すでに「リモートデスクトップ」が選
択されている場合は、切り換え画面に
「リモートデスクトップ」は表示され
ません。この場合は、手順 4へ進んで
ください。

3 v/Vキーで「リモートデスクトッ
プ」を選択し、ENTERキーを押
す。
リモートデスクトップ画面が表示さ
れます。

4 プロジェクターの （USB）端
子に、USBハブを接続し、USB

ハブにUSBマウスとUSBキー
ボード（英字配列101/102）
を接続する。

5「接続」を選択し、ENTERキーを
押す。
Remote Desktop Connection 画面が
表示されます。

6 プロジェクターに接続したUSB
キーボード（英字配列101/
102）でリモートアクセスしよ
うとしているコンピューターのコ
ンピューター名を入力し、接続し
たUSBマウスで「接続」をク
リックする。
Windows へログオン画面が表示さ
れます。画面の指示に従って入力操
作をしてください。
コンピューター名はコンピューター
の「システムのプロパティ」の「コ
ンピューター名」タブでご確認くだ
さい。

プロジェクター側の設定

ご注意

選択： 決定：

切り換え

閉じる
ネットワークファイルビューアー
リモートデスクトップ

ビデオストリーミング

リモートデスクトップ

選択：

ダイアログが開きます。

操作のためにUSBマウスとUSBキーボードを
プロジェクターに接続してください。

　　　 を押すとリモートデスクトップ接続を終了します。

決定：

接続

切り換え
詳細情報

「接続」ボタンを押すと「Remote Desktop Connection」

リモートデスクトップ表示

プロジェクター

USBハブ

USBキーボード

（USB）端子へ

USB
マウス
プロジェクターからコンピューターを操作する（リモートデスクトップ）
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接続を開始し、接続が完了すると接
続しているコンピューターの画面が
投影されます。

7 投影されたコンピューターの画面
を見ながら、接続しているUSB
キーボード（英字配列101/
102）とUSBマウスでコン
ピューターを操作する。

接続を終了する

コンピューターをログオフするか、リ
モートコマンダーの ENTERキーを押
してください。

◆コンピューター側の設定について、詳し
くはヘルプやMicrosoft のウェブサイトを
ご覧ください。

ネットワーク経由で
動画ファイルをスト
リーミング投影する 
（ビデオストリーミン
グ）

･ プロジェクターとコンピューターを
ネットワークで接続してください。
詳しくは、「ネットワーク機能を利用
するために」（13 ページ）をご覧くだ
さい。
･ ビデオストリーミング機能を利用す
るための注意事項がありますので、
事前に「使用上のご注意」―「ビデ
オストリーミング機能を使う場合」
（9ページ）をご覧ください。

･ コンピューターにあらかじめ、
Windows Media エンコーダをインス
トールしておいてください。
Windows Media エンコーダは
Microsoft 社のホームページより無料
でダウンロードすることができます。
･ プロジェクター側の設定を始める前
に、コンピューター側のビデオスト
リーミングを開始しておいてくださ
い。

◆Windows Media エンコーダの設定・操作
については、ヘルプやMicrosoft のウェブ
サイトをご覧ください。

はじめに

コンピューター側の設定
33ネットワーク経由で動画ファイルをストリーミング投影する （ビデオストリーミング）
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1 リモートコマンダーの
NETWORKキーを押す。
入力がネットワークに設定されま
す。

2 v/Vキーで「切り換え」を選択
し、ENTERキーを押す。
切り換え画面が表示されます。

すでに「ビデオストリーミング」が選
択されている場合は、切り換え画面に
「ビデオストリーミング」は表示され
ません。この場合は、手順 4へ進んで
ください。

3 v/Vキーで「ビデオストリーミン
グ」を選択し、ENTERキーを押
す。
ビデオストリーミング画面が表示さ
れます。

4「URL」を選択して ENTERキー
を押し、表示されたソフトウェア
キーボードでURLを入力する。
URLは「http:// コンピューター
名：ポート番号 /」を入力します。
コンピューター名：コンピューター
の「システムのプロパティ」の「コ
ンピューター名」タブでご確認くだ
さい。
ポート番号：Windows Media エン
コーダが使用しているポート番号を
入力します。（初期状態は「8080」
です。）

5 Bキーで「接続」を選択し、
ENTERキーを押す。
URLで指定した動画が配信され、
プロジェクターから投影されます。

ストリーミングを終了する

リモートコマンダーの ENTERキーを
押してください。

プロジェクター側の設定

ご注意

選択： 決定：

切り換え

閉じる
ネットワークファイルビューアー
リモートデスクトップ

ビデオストリーミング

http://URL 接続

切り換え
詳細情報

ビデオストリーミング

接続するPCの情報を入力してください。

選択： 決定：

ビデオストリーミング表示
ネットワーク経由で動画ファイルをストリーミング投影する （ビデオストリーミング）
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ウェブブラウザを利
用してプロジェク
ターを監視・操作する

･ プロジェクターとコンピューターを
ネットワークで接続してください。
詳しくは、「ネットワーク機能を利用
するために」（13 ページ）をご覧くだ
さい。
･ ウェブブラウザを利用したプロジェ
クターの監視・操作機能を利用する
ための注意事項がありますので、事
前に「使用上のご注意」―「ウェブ
ブラウザを利用したプロジェクター
の監視・操作機能を使う場合」（9
ページ）をご覧ください。

1 コンピューターのブラウザ
（Internet Explorer 5.0 以上）
を起動する。

2 アドレスに「http://
xxx.xxx.xxx.xxx（プロジェク
ターの IP アドレス）」を入力す
る。

コンピューターからプロジェクターに
アクセスする際、ブラウザの設定が
「プロキシサーバーを使用する」に
なっている場合は、チェックマークを
クリックし、プロキシサーバーを使用
しない設定にしてください。

アクセスすると次のようなインデッ
クス画面が立ち上がります。

「インフォメーション」をクリックしま
す。
プロジェクターの現在の状態をコン
ピューター上で確認できます。この画
面は確認のみで、設定の変更はできま
せん。

はじめに

コンピューターからアクセスする

ご注意

プロジェクターの状態を確認する
（インフォメーション）
35ウェブブラウザを利用してプロジェクターを監視・操作する
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「コントロール」をクリックします。
コンピューターの画面上でプロジェク
ターを操作できます。各ボタンの働き
は、本機に付属のリモートコマンダー
の同名のボタンと同じになります。
コントロールの画面には頻繁に使うボ
タンだけを表示した「イージーモード」
画面と、すべてのボタンを表示した
「アドバンスモード」画面があります。

画面上の「Advanced」をクリックする
と「アドバンスモード」画面が表示さ
れます。

画面上の「Easy」をクリックすると
「イージーモード」画面に戻ります。

プロジェクターを操作する（コン
トロール）
ウェブブラウザを利用してプロジェクターを監視・操作する
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「ネットワーク」をクリックします。

無線ネットワーク、有線ネットワーク
（VPL-DX15 のみ）の設定を変更できま
す。この画面で変更した設定内容は、
画面下方の「適用」をクリックすると
反映されます。

ネットワーク設定を変更すると接続が切
断されてしまう場合があります。

「セットアップ」をクリックします。
セットアップメニュー画面が表示され
ます。
所有者情報や日時、パスワード、メー
ルレポートの設定ができます。各項目
をクリックするときには、ユーザー名

とパスワードを入力する必要がありま
す。はじめてお使いになるときは、
ユーザー名のテキストボックスに
「root」、パスワードのテキストボック
スには何も入力しないで「OK」をク
リックしてください。
パスワードを設定したいときは、「パス
ワード」の設定画面で設定を行ってく
ださい（39 ページ）。
各画面で入力した情報、変更した設定
などは、各画面下方の「適用」をク
リックするとプロジェクターに反映さ
れます。

ネットワーク情報を設定する

ご注意

プロジェクターを設定する（セッ
トアップ）
37ウェブブラウザを利用してプロジェクターを監視・操作する
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オーナー情報

ここで設定された情報はメールレポー
ト機能で使用されます。

所有者
所有者の情報を入力します。

プロジェクター
プロジェクターの設置場所を入力しま
す。

メモ
メモを入力しておくことができます。

日付と時刻

日時の設定は、メールの自動送信の際
に必要です。

タイムゾーン
お住まいの地域を選びます。

日付と時刻
年月日および時刻を入力します。

タイムサーバー
正確な時刻情報を自動取得するための
タイムサーバーのアドレスを入力しま
す。
ウェブブラウザを利用してプロジェクターを監視・操作する
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パスワード

管理者、ユーザーそれぞれに名前とパ
スワードを設定できます。管理者の名
前は「root」に固定されています。

･ パスワードを変更する場合は、設定さ
れているパスワード（*****）を削除して
から、新しいパスワードを入力してく
ださい。
･ パスワードを忘れた時は、ソニーの相
談窓口へお問い合わせください。

メールレポート

メールレポート機能を使って、次のこ
とができます。
･ プロジェクターの設置状況やオー
ナー情報を定期的に通知します。送
信日も指定できます（定期レポー
ト）。
･ プロジェクターにエラーが発生した
場合、直ちにメールで通知します
（エラー通知）。
･ ランプの使用時間があらかじめ指定
しておいた時間に到達した場合、ラ

ンプの交換時期がきたことをメール
で通知します（ランプ使用時間通
知）。
･ プロジェクターの使用時間があらか
じめ指定しておいた時間に到達した
場合、メンテナンス時期がきたこと
をメールで通知します（メンテナン
ス時間通知）。

ご注意
39ウェブブラウザを利用してプロジェクターを監視・操作する
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xレポートタイミング

定期レポート
プロジェクターの現在の状態や設置状
態などのレポートが定期的に発行され、
メールで送信されます。
下記で送信するタイミングを設定しま
す。
送信時間：レポートを発行する時間を
指定します。１時間単位で設定でき
ます。

毎週：このチェックボックスをチェッ
クすると、毎週、指定した曜日にレ
ポートが発行されます。

月／火／水／木／金／土／日：レポー
トを発行する曜日を指定します。複
数の曜日を指定することもできま
す。

毎月：このチェックボックスをチェッ
クし、ドロップダウンリストから日
を選ぶと、毎月決まった日にレポー
トが発行されます。レポートする内
容は、製品情報、オーナー情報、使
用時間、ランプモード、メモなどで
す。

メンテナンスレポート
ランプ使用時間通知：このチェック
ボックスをチェックし、テキスト
ボックスにランプ交換時期の時間を
設定しておくと、この時間が経過し
たとき、ランプ交換時期がきたこと
を知らせるメールを送信します。設
定できる範囲は 1～ 9999 時間です。

メンテナンス時間通知：このチェック
ボックスをチェックし、テキスト
ボックスにメンテナンスの時間を設
定しておくと、この時間が経過した
とき、メンテナンスの時期がきたこ

とを知らせるメールを送信します。
設定できる範囲は 1～ 99999 時間で
す。
「経過時間」に前回リセットしたと
きからの経過時間が表示されます。
「リセット」のチェックボックスを
チェックし、「適用」をクリックす
ると、経過時間が 0にリセットされ
ます。

x送信先

アドレス
各テキストボックスに送信先のメール
アドレスを入力します。同時に 4箇所
に送信できます。各アドレスの最大入
力文字数は 64 文字です。

レポートタイミング
定期：定期レポートを送信したいとき
にチェックします。

メンテナンス：メンテナンスレポート
を送信したいときにチェックしま
す。

エラー：エラーが発生したときに通知
したいときはチェックします。

･ レポートタイミングで、送信日を指定
しても「定期」のチェックボックスが
チェックされていないとレポートは発
行されません。また、「毎月」の指定日
が存在しない月の場合は、月末にレ
ポートを発行します。
･ レポートタイミングで、「毎週」または
「毎月」のチェックボックスがチェック
されていない場合、曜日または日の指
定はできません。

ご注意
ウェブブラウザを利用してプロジェクターを監視・操作する
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xメール形式
メール形式を「標準」と「シンプル」
から選びます。

xメールアカウント

メールアドレス：割り当てられたメー
ルアドレスを入力します。最大入力
文字数は 64 文字です。

送信メールサーバー（SMTP）：メー
ルサーバーのアドレスを設定しま
す。最大入力文字数は 64 文字です。

認証が必要：メール送信に認証が必要
な場合は、チェックボックスを
チェックしてください。

メール送信にPOP認証が必要（POP 
before SMTP）：SMTPサーバー
に接続する前にPOP認証を行う必
要がある場合、チェックボックスを
チェックしてください。

受信メールサーバー（POP3）：メール
受信に使用するPOP3 サーバーのア
ドレスを入力します。

アカウント名：メールアカウントを入
力します。

パスワード：メールパスワードを入力
します。

SMTP認証が必要：メール送信時に
SMTP認証が必要な場合には、
チェックボックスをチェックしてく
ださい。

アカウント名：メールアカウントを入
力します。

パスワード：メールパスワードを入力
します。

テストメール送信 :指定したアドレス
にメールが送信されるかどうか、テ
ストメールを送信することができま

す。チェックボックスをチェックし
て「適用」をクリックすると送信さ
れます。

･ テストメールは、以下の項目が設定
されていない場合、または設定が正
しくないと、エラーメッセージが表
示され、送信できません。
－ 送信先のアドレス
－ メールアカウントのメールアドレ
スと送信メールサーバー（SMTP）

メールの設定方法について詳しくは、
ネットワーク管理者にお問い合わせ
ください。
･ Outbound Port25 Blocking を行って
いるネットワークでは SMTPサー
バーには接続できないためメールレ
ポート機能を使用することはできま
せん。

x送信メールの確認
送信されるメールの内容を確認します。

高度な設定

「高度な設定」をクリックすると
「Font」、「Advertisement」、「PJ 
Talk」、「SNMP」、「PJ Link」、
「Service」のボタンが表示されます。
各設定項目は主に管理用のものです。
詳しくは、ソニーの相談窓口にお問い
合わせください。

ご注意
41ウェブブラウザを利用してプロジェクターを監視・操作する
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文字列が入力できるボックスに「'」「"」
「￥」「&」「<」「>」の 6文字は使用でき
ません。

ご注意
ウェブブラウザを利用してプロジェクターを監視・操作する
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B USBファイルビューアー機能を使う

USBメモリー内の
ファイルを直接投影
する（USBファイル
ビューアー）

USBファイルビューアー機能を利用す
るための注意事項がありますので、事
前に「使用上のご注意」―「USBファ
イルビューアー機能を使う場合」（9
ページ）をご覧ください。

1 リモートコマンダーのUSBキー
を押す。
入力がUSBに設定されます。

2 USBメモリーを、プロジェク
ターの （USB）端子に挿入す
る。
USBメモリー内の内容が表示され
ます。

3 v/Vキーで再生したいファイルを
選択する。

4 ENTERキーを押して決定する。
選択したファイルに対応したビュー
アーが起動し、ファイルの内容がプ

ロジェクターの投影画面に表示され
ます。

5 起動したビューアーに合わせて操
作する。
「ファイルビューアーの使いかた」
（44 ページ）をご覧ください。

はじめに

/フォルダ名
名前 更新日 サイズ

選択： 決定：

名前　昇順
並び順
上へ

ファイル名
フォルダ名

ファイル名
2009/02/10
xxx

xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx
ファイル名 xxx xxx

100KB
xxx

USB
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B ファイルビューアーの使いかた

Microsoft Office
ファイルを閲覧する
選択したファイルに対応したビュー
アーが自動的に起動します。それぞれ
のビューアーはリモートコマンダーで
簡単に操作ができます。

･ 閲覧できるファイルには制限がありま
す。事前に「閲覧できるファイルの種
類」（10 ページ）をご覧ください。
･ ビューアーが起動しても、投影画面の
右下に操作ガイドのためのアイコンが
表示されるまでは操作できません。
･ ファイルビューアーでは倍率を変えて
投影することができません。

拡張子が「ppt」のファイルを選択する
と、PowerPoint ファイルを閲覧するた
めのファイルビューアーが起動します。

スライドを前後に移動する：b（v）/ 
B（V）キーを押す。
終了する：ENTERキーを押す。

拡張子が「xls」のファイルを選択する
と、Excel ファイルを閲覧するための
ファイルビューアーが起動します。

シート内を移動する：v/V/b/Bキー
を押す。

シート内を高速で移動する（上下方向
のみ）：v/Vキーを長押しする。
シートを切り換える：b/Bキーを長押
しする。
終了する：ENTERキーを押す。

ご注意

Power Point ファイルを閲覧す
る

Excel ファイルを閲覧する
Microsoft Office ファイルを閲覧する
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フォトファイルを閲
覧する

･ 閲覧できるファイルには制限がありま
す。事前に「閲覧できるファイルの種
類」（10 ページ）をご覧ください。
･ ファイルビューアーでは倍率を変えて
投影することができません。

拡張子が「jpg」「jpeg」のファイルを
選択すると、フォトファイルを閲覧す
るためのファイルビューアーが起動し
ます。

同一フォルダー内の別の静止画を表示
する：b（v）/ B（V）キーを押す。
操作パネルを表示する：ENTERキー
を押す。

操作パネルを使う

リモートコマンダーの ENTERキーを
押すと操作パネルが表示され、スライ
ドショーモード（一定間隔で同一フォ
ルダー内の静止画を順に表示していく
モード）への切り換え、フォトファイ
ルビューアーの終了を選択することが
できます。

･ 投影する静止画の表示順序は指定でき
ません。
･ 静止画は常にアスペクトを維持したま
ま、投影画面内におさまるように表示
されます。

ビデオファイルを閲
覧する

･ 閲覧できるファイルには制限がありま
す。事前に「閲覧できるファイルの種
類」（10 ページ）をご覧ください。
･ ファイルビューアーでは倍率を変えて
投影することができません。

拡張子が「wmv」のファイルを選択す
ると、ビデオファイルを閲覧するため
のファイルビューアーが起動します。
動画は常にファイルに記録されている
サイズで表示されます。

一時停止する：Vキーを押す。
一時停止を解除する：一時停止時にも
う一度 Vキーを押す。
終了する：ENTERキーを押す。

ご注意

ご注意

ご注意
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B その他

故障かな？と思ったら
Windows Vista®ネットワークプロジェクター機能について

症状 原因と対処
使っているコン
ピューターで「ネッ
トワークプロジェク
タへの接続」がみつ
からない。

･ コンピューターのOS が「ネットワークプロジェクタへの接
続」に対応していない。
cお使いの OS が「ネットワークプロジェクタへの接続」に対
応しているか確認してください。（7ページ）

プロジェクターが検
索できない。

･ プロジェクターの電源が入っていない。
c電源を入れてください。
･ コンピューターとプロジェクターがネットワーク接続されてい
ない。
cコンピューターとプロジェクターをネットワーク接続してく
ださい。（13 ページ）

･ ウイルス対策ソフトによって制限されている。
cWindowsのサービスを許可するように設定を変更してくださ
い。

ウィルス対策ソフトの設定を変更するとウィルスの攻撃を受ける
可能性がありますのでご注意ください。

･ プロジェクターのWindows Vista®ネットワークプロジェクタ
が起動していない。
cWindows Vista®ネットワークプロジェクタを起動してくだ
さい。（28 ページ）

･ プロジェクターとコンピューターが異なるサブネットに存在し
ている。
cネットワークアドレス（IP アドレス）で直接指定してくださ
い。

PowerPoint のアニ
メーション効果や動
画ファイルなど動き
のある画像が正しく
表示されない。

c本機能は、コンピューター上で再生するよりも、画面の更新間
隔が長いため、動画ファイルなどの動きのある画像の再生には
適していません。

途中で終了してし
まった。

･ コンピューターとプロジェクターの接続が切断された。
cネットワークの状態を確認して、切断されていた場合は再度
接続してください。

ご注意
故障かな？と思ったら
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プロジェクターに接
続できない。

･ 他のコンピューターと接続している。
c接続中のコンピューターとの接続を切断してからもう一度接
続してください。

･ コンピューターの解像度がプロジェクターの解像度より大き
い。
cコンピューターの解像度をプロジェクターの解像度以下に変
更してください。

cお使いのコンピューターの OS がWindows Vista Service 
Pack 1 以降の場合は、実行時にダイアログボックスが表示さ
れるので、解像度をプロジェクターの解像度以下に変更して
ください。

画面の解像度が変
わってしまう。

cWindows Vista®ネットワークプロジェクタ機能の制限です。

壁紙が単色になる cWindows Vista®ネットワークプロジェクタ機能の制限です。
表示色が変更されて
しまう。

cWindows Vista®ネットワークプロジェクタ機能の制限です。

症状 原因と対処
47故障かな？と思ったら
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ネットワークファイルビューアー機能について

症状 原因と対処
フォルダー名が入力
できない。

cフォルダー名（共有名）の入力は半角英数字のみ対応していま
す。半角英数字以外のフォルダー名（共有名）を設定している
場合は変更してください。

ファイルリストが開
けない。

･ コンピューターの電源が入っていない。
cコンピューターの電源を入れてください。
･ コンピューターとプロジェクターがネットワーク接続されてい
ない。
cコンピューターとプロジェクターをネットワーク接続してく
ださい。（13 ページ）

･ アクセスしようとしているフォルダーにネットワーク共有の設
定がされていない。
cネットワーク共有の設定を行ってください。
･ コンピューターのOS がネットワーク共有機能に対応していな
い。
cお使いの OS がネットワーク共有機能に対応しているか確認
してください。（8ページ）

･ フォルダー名が間違っている。
cフォルダー名の入力のしかたを確認し、入力しなおす。（12
ページ）

･ パスワードが間違っている。
c正しいパスワードを入力してください。
･ Windows ドメイン機能を利用したネットワーク共有フォル
ダーにアクセスしようとしている。
cWindows ドメイン機能には対応していません。
故障かな？と思ったら
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リモートデスクトップ機能について

症状 原因と対処
コンピューターのデ
スクトップ画面が表
示されない。

･ コンピューターの電源が入っていない。
cコンピューターの電源を入れてください。
･ コンピューターとプロジェクターがネットワーク接続されてい
ない。
cコンピューターとプロジェクターをネットワーク接続してく
ださい。（13 ページ）

･ アクセスしようとしているコンピューターのリモートアクセス
が許可されていない。
cリモートアクセス設定を行ってください。（31 ページ）
･ コンピューターの OS がリモートデスクトップ機能に対応して
いない。
cお使いのOS がリモートデスクトップ機能に対応しているか
確認してください。（8ページ）

･ コンピューター名が間違っている。
c正しいコンピューター名を入力してください。
･ ログインできない。

c正しいユーザー名、パスワードを入力してください。
コンピューター名が
入力できない。

･ USB マウス、USB キーボード（英字配列 101/102）を使って
入力していない。
cUSB マウスと USB キーボード（英字配列 101/102）を接続し
て入力してください。

途中で終了してし
まった。

･ コンピューターとプロジェクターの接続が切断された。
cネットワークの状態を確認して、切断されていた場合は再度
接続してください。

PowerPoint のアニ
メーション効果や動
画ファイルなど動き
のある画像が正しく
表示されない。

c本機能は、コンピューター上で再生するよりも画面の更新間隔
が長いため、動画ファイルなどの動きのある画像の再生には適
していません。

プロジェクターに表
示されるマウスの形
状がコンピューター
と違っている。

cプロジェクターに表示される形状はプロジェクター固有のもの
となります。

壁紙が単色になる。 cリモートデスクトップ機能の制限です。
音が出ない cリモートデスクトップ機能では、コンピューター側の音声はプ

ロジェクターで再生されません。
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ビデオストリーミング機能について

症状 原因と対処
画像がでない。 ･ コンピューターとプロジェクターがネットワーク接続されてい

ない。
cコンピューターとプロジェクターをネットワーク接続してく
ださい。（13 ページ）

･ コンピューターのストリーミングが開始されていない、もしく
は終了している。
cWindows Media エンコーダのヘルプ、ウェブサイトなどを参
照し、Windows Media エンコーダでストリーミングを開始
してください。

･ 入力した URL が間違っている。
c正しいURLを確認して入力しなおしてください。（34ページ）

cネットワーク環境によっては再生できない場合があります。
画像がカクカクす
る、ノイズがのる。

･ ネットワーク帯域が小さい。
cネットワーク管理者に相談してください。
･ コンピューター側の設定が正しくない。

cWindows Media エンコーダのヘルプ、ウェブサイトなどを参
照し、Windows Media エンコーダの設定を確認してくださ
い。

･ コンピューターの性能が低い。
cWindows Mediaエンコーダの推奨スペックになっているか確
認してください。

途中で終了してし
まった。

･ コンピューターとプロジェクターの接続が切断された。
cネットワークの状態を確認して、切断されていた場合は再度
接続してください。

フルスクリーン表示
ができない。

c本機能はビデオソースの解像度のまま表示されます。
故障かな？と思ったら
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ウェブ監視、操作機能について

USBファイルビューアー機能について

ネットワークファイルビューアー／USBファイルビューアー共通

症状 原因と対処
プロジェクターの
ウェブページにアク
セスできない。

･ コンピューターとプロジェクターがネットワーク接続されてい
ない。
cコンピューターとプロジェクターをネットワーク接続してく
ださい。（13 ページ）

･ ブラウザの設定が「プロキシサーバーを使用する」になってい
る。
cプロジェクターの IP アドレスを「プロキシサーバーを使用し
ない」に設定してください。

･ 使用しているブラウザのバージョンが古い、または Internet 
Explorer 以外のブラウザを使用している。
c Internet Explorer 5.0 以上のブラウザを使用してください。

症状 原因と対処
ファイルリストが開
けない。

･ USB メモリーが正しく接続されていない。
cUSB メモリーの接続を正しく接続してください。（26 ページ）

症状 原因と対処
フォルダ名、ファイ
ル名が正しく表示さ
れない。

･ サポートしていない言語やフォントが使用されている。
cフォルダー名、ファイル名をサポートしている言語やフォン
トに変更してください。（12 ページ）

ファイルが開けな
い。

･ 対応していないファイルを開こうとしている。
c閲覧できるファイルを確認してください。（10 ページ）
･ ファイルにパスワードがかかっている。

cファイルのパスワード機能には対応していません。コン
ピューター側でファイルのパスワードロックを解除してくだ
さい。

PowerPoint、Excel
ファイルのフォント
が変わってしまう。

･ 本機で使用できるフォントに置き換えられている。
c使用できるフォントを確認してください。（11 ページ）

PowerPoint、Excel
ファイルの文字が表
示されない。

･ 本機で使用できない文字（言語）が使われている。
c使用できる文字（言語）を確認してください。（11 ページ）
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PowerPoint、Excel
ファイルの図形や効
果、機能が正しく再
現されない。

･ 本機で使用できない図形や効果、機能が使われている。
c本機は、PowerPoint、Excel ファイルのすべての図形や効果、
機能に対応していません。再現されない図形や効果、機能を
再現できるものに置き換えてください。

ビデオファイルや
フォトファイルをフ
ルスクリーンで表示
できない。

cフルスクリーン表示には対応していません。

症状 原因と対処
故障かな？と思ったら
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用語集
アドホック
IEEE802.11 規格に準拠した無線通信方
式です。アクセスポイントを介さずに
機器同士で 1対 1の無線通信が行えま
す。

インフラストラクチャー
IEEE802.11 規格に準拠した無線通信方
式です。アクセスポイントと無線通信
して、他の機器と通信が行えます。

オープンシステム
ネットワークに接続するために、認証
システムを使わない方式です。この方
式の場合、ネットワークに任意の機器
を接続することができます。ただし接
続できても暗号化がされている場合は
通信することはできません。

かんたん設定
プロジェクターをネットワークに接続
するための設定を、ウイザード形式の
質問に答える形で 1つ 1つ進めること
ができる本機に搭載されている機能で
す。

キー
データを暗号化するための暗号化キー
です。WEP/WPA-PSK/WPA2-PSKの
場合に入力が必要です。

固定 IPアドレス
DHCPによって割り当てられたアドレ
スでなく、ユーザーが直接入力した IP
アドレスです。

サブネットマスク
IP アドレスからサブネットのアドレス
を特定するためのビット列のことです。

デフォルトゲートウェイ
サブネットを越えて通信するための
サーバー（ルーター）のアドレスです。

ネットワーク認証
ネットワークに接続するための認証シ
ステムです。

ネットワークファイルビューアー
コンピューターにネットワーク経由で
接続し、ネットワーク接続したコン
ピューターに保存されているデータ
ファイルを変換せずに、そのままプロ
ジェクターに投影する機能です。

ビデオストリーミング
Windows Media エンコーダからのスト
リーミング配信を受ける機能です。
Windows Media エンコーダで配信した
ストリーミングをリアルタイムでプロ
ジェクターに投影することができます。

ネットワークファイル共有機能
コンピューターにネットワーク経由で
接続し、コンピューター上のファイル
を共有する機能です。

プロジェクタ名
Windows Vista®ネットワークプロ
ジェクタ機能で接続するプロジェク
ターを識別するために使用する名前で
す。

無線ネットワーク
IEEE802.11 規格に準拠した無線通信で
す。
53用語集
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有線ネットワーク
IEEE802.3 規格に準拠したイーサネッ
ト通信です。

リモートデスクトップ
コンピューターにネットワーク経由で
接続し、プロジェクターから接続先の
コンピューターを操作する機能です。
コンピューターのデスクトップ画面が
投影され、プロジェクターのUSB端子
にキーボードとマウスを接続して操作
します。

802.1x 認証
認証と、動的な暗号キーの生成および
配送を行う方式です。

802.11b
IEEE802.11 規格の 1つの方式で
2.4GHz 帯の電波を使用した無線通信で
す。通信速度は最大で 11Mbps となり
ます。

802.11g
IEEE802.11 規格の 1つの方式で
2.4GHz 帯の電波を使用した無線通信で
す。通信速度は最大で 54Mbps となり
ます。

802.11a
IEEE802.11 規格の 1つの方式で 5GHz
帯の電波を使用した無線通信です。通
信速度は最大で 54Mbps となります。

Advertisement
ネットワーク上で、自分の存在を知ら
せる方式です。

DHCP
ネットワークに接続する機器に自動的
に IP アドレスを割り当てる機能です。

個々の機器に固定の IP アドレスを割り
当てるのではなく、DHCPサーバーが
必要に応じて各機器に IP アドレスを割
り当てます。

DNSサーバー（セカンダリ）
プライマリのDNS サーバが使用できな
いときに使われる代替のDNS サーバー
のことです。

DNSサーバー（プライマリ）
IP アドレスとホスト名（コンピュー
ター名）を結びつけるサーバーです。
通常プライマリで指定したサーバーが
使用されます。

EAP
IEEE802.1x の認証プロトコルとして採
用されている方式です。

IP アドレス
TCP/IP を使ったネットワークで、
ネットワークに接続している個々の機
器を識別するために使用するアドレス
です。

LAN
会社内や家庭内など、限られた範囲の
中で使われるネットワークのことです。

MACアドレス
ネットワーク対応機器の製造時に、
ネットワークインターフェースごとに
割り当てられる固有のアドレスです。
同じMACアドレスを持つ機器は 2台
存在せず、またユーザーがMACアド
レスを変更することもできません。
用語集
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NTPサーバー
ネットワークに接続している機器の時
刻同期をNTP(Network Time Protocol)
によって行うためのサーバーです。

PEAP（MS-CHAP v2）
資格情報に基づいた認証を行います。

PJ Link
データプロジェクタを操作・管理する
ために策定された規格です。

POP
インターネットで電子メールを送信す
る際に使用するプロトコルです。

SMTP
インターネットで電子メールサーバー
から受信する際に使用するプロトコル
です。

SNMP
ネットワークに接続された機器をネッ
トワーク経由で監視・制御するための
プロトコルです。

SSID
無線 LANで構成されるネットワーク
で相手と接続するための識別データで
す。SSID が一致している機器どおしで
無線通信ができます。

TKIP
WEPの後継にあたる暗号化の規格で
す。TKIP では一定のデータ量または
時間ごとに暗号化キーを生成し、暗号
化を行います。動的に暗号化キーを変
化させるため、暗号化キーの解読がよ
り困難となり、セキュリティが強化さ
れます。

WEP
データを暗号化して通信するためのセ
キュリティ方法です。接続するコン
ピューターと同じキーを登録すると
データの通信を行うことができます。

Windows Media エンコーダ
マイクロソフトが提供しているエン
コーダーソフトウエアです。

WMV（Windows Media Video）
マイクロソフトが開発した動画コー
デックです。

WPA（Wi-Fi Protected Access）
無線LAN用のセキュリティ規格です。
TKIP による強力な暗号化と
IEEE802.1x による認証をサポートしま
す。

WPA2
WPAの拡張されたものです。WPA2
にも認証サーバーを必要とする方式と、
認証サーバーを必要としない方式があ
ります。

WPA2-PSK
WPA2にて認証サーバーを必要としな
い方式です。

WPA-PSK
WPAにて認証サーバーを利用しない
方式です。PSKと呼ばれる共有キーに
よって無線LAN端末を認証します。
接続するコンピューターと同じキーを
登録するとデータの通信を行うことが
できます。

URL
インターネット上に存在する情報資源
（文書や画像など）の場所を指し示す記
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述方式で、インターネットにおける情
報の「住所」にあたります。情報の種
類やサーバー名、ポート番号、フォル
ダ名、ファイル名などで構成されます。
用語集
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